
子どもの側に立つ  

広島市教育センタ”次長 原 田  力  

教育はさまざまな営ろに  子どものことを「伸びたい心の塊」と表現  

した人がいる。この伸びたし、心、何かを求め  

る心に火をつけて大きく燃えあがらせるのが  

教師の役割とすれは’、教師はいわゆる「r▲ど  

もの側に立つ」ことを授業で大切にしなけれ  

は－ならないと考える。「十どもの側にキつ」  

ということは、子どもの要求や関心、興味を  

孝如巾がそのまま受け入れることではない。了一  

どもの要求や関心、興味を教師の【1で見L自二し  

て、より望ましいと考える方Ih】に導くことで  

ある。   

今、学校においては、「個を牛かす授業」  

「一人ひとりを伸ばす柁業」等をテーマに授  

業をとおして行うさまぎまケ数台研究がなさ  

れている。これらの授業改善への其本的な構  

えとしても「子どもの側に立つ」ことは大切  

にしなければならない。   

これからの学校教育で重視すべきことの一  

つに自L教育力の育成がある。臼己教育力の  

碁盤となるものとして「学習／＼の意欲」と「学  

習の仕方の習得」があげられるが、これらは  

十どもの側に立つ教育の視点でもあると思う。  

たとえられている。ある人は染色のようなも  

のと説いたし、ある人は子どもを粘土になぞ  

らえ、それを形に造りあげる什方で説明した。   

しかし、了▲どもは無地の布でも枯卜でもな  

く、自らの意志をもった人間である。教育活  

動はその人間であるrどもと、ト」じ人間であ  

る教師とが共同して取り組む営みであるとい  

える。   

日々の掠業においても、教師の側で細心の  

計向を立てたとしても教師の予測どおりに展  

開するとは限らない。授業の計画は教師の別  

居しなければならない設計トズ1として大七〃なも  

のであるが、設計岡どおりに授業をすすめよ  

うというのは強引すぎる。授業の過程で設計  

凶を修汀ミさせるのは子どもである。教える側  

と学ぶ側は時に逆転さえする。   

その意味からすると＼、よい授業”とは、教  

帥の計画どおりにナビもが活動した授業より  

も、教師の千測の範囲をこえたイどもの活動  

や発見があり、計内をこえた展開のあった投  

業をいうのかもしれない。  
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子どもの自立を促す生徒指導  

生徒指導講座より  

自分で考え行動できる生徒の育成  

広島市立落合中ソ薇  

教諭 市 川 昭 彦   

′卜徒一八ひとりが、F′lけの力で’11l断・子上刺  

し、JI友緩までやり遂げる休頗を横むニヒによ  

り、「tシ〉で「′l分を戒め、仙まし、Fてl分でその  

道を聞抑できる力が身に／ノくのである。   

そのためには、l′lJ満足、Ir】」飲まんに粁rl  

ることち・く、i；吊来二上′1Jをlノ、け丁する態度や、  

巌しい現′夫にもI什えるニヒかできる朴全作を  

自てる指ヰ・接助かイ川j■欠である。  

自己内省力を育てる   

慌ただしし、わl】を送ってし、る隼徒たちにと  

一ノて、【l分の 一Ilの寺」■‾軌をlノ」¶する余硲など  

あろうはすかち・い。そのため、ご1；悪の判l抑二  

乏しく、八川ヒしての／上さ力‘についてそえよ  

うとしち・い。したか一：）てセルフコントロール  

かりかく、とうしても‘友きに流さjLる傾Ir－】にあ  

る。「lノ、」れ心」を自てるためには、S‖R、  

て、バ．1‘及び＿心地ちLヒをilT川ーし、静か左・状態で「Tl  

分をふつめる（／巨i■＝ト標、一、iご二習Il標ち▲ビ）帖  

冊を設定することが必要である。  

社会に適応する力を育てる   

小′’iご‥′仁というlけ期は、身体の光速ヒヒもに、  

精神的変化の激しい叶則である。ノ そJ）ため、  

感情ー仙二軌揺しやすく、畔に親や教帥によ・」し  

てk拭現象か兄ノ）jLたり、＝」満ほ出向二もち・  

りかちである。「神合l■′ト」を膏てるためここご士、  

ノト徒に′、ト校′l二i■†をしていく十えでのルー′しや  

きまりをご、1二ることクりこリノさを理研づせ、′仁徒  

が十鮫′＝，Iにおいて適応するノバ⊃仙える力、  

射軟に対応する力を自てていくことか朴■堤で  

ある、フ   

正しい原則により自らを治めさせる  

広ルlバ／二 二＿人′卜、iノ：校  

教．論 高 西  実   

■」■i一’jご叶・のソいi′－二は、Ir】」かいかにあるべきか  

それち▲りにJ‥ll仰了する力かある。問題は、理解  

卜付ナさを心かレーノ′受け人れさせ、いかにりご寺」‘▲をり上  

意させ⊥ゝ）れるかにあるr↑ あるべき妻ヒJIJリごク）  

姿プ）狭川で慰めと石望を‖∴れ守、＝・i71する  

り」べ′f二にピソ）ょうち・指やグ）丁▲をさしプつべるかと  

し、うニヒてある。  

喜びも悲しみも児童と共に   

教帥l’い、）不‘ん乍な来ぃイl′イlて＼あることを認  

め、そノ〕川1昔lと：、■・亡び、失望守希望を県木とハ  

じ指やの随叫て叫こわえるように架力したしゝ。  

児童を一人の人間として尊重する   

一人ひヒリのル章の願い・．ソ．二瞞・悲しふ・  

：∴f二びに共感し／ノつ指やできるよう、本人や†某  

．護省、んた、ちヒグ）対．i．ト州】、1▲：川jを十分にとる。  

また、いかち・ることがあ一〕ても、ル章のlノ」に  

行Fる人り・刀八川什仁をイぺじ 、二れをどこまでも  

求めてし、く指ヰをめざす。  

自己理解を促す授業づくり   

楽しくわかる十芸1主により、il帰心感・辻成感  

を帰陣し、【rlイJや＝け心を自てるL‥′ また、／卜  

命・人Irり・＝山、】∵トリノ仲頼・とを追究する  

投業づくりにより、心の丸底に宿る／川」什を  

寸．羊牛動かし、ノ川jや社会、惟史そしてIrlJを  

Lみ／ノめるItをffてるし〕  

学級集団づくり   

′裳】二をもちこメLを′ノご現するためにノノを合わせ  

てi．1■動できるノ、jノ‥級製l、、卜lを自てることか人り」で  

あるし〕ニノ）ようち▲一、j笥皮製川を一ノくる畔、多く  

の問題は解決王宜かう。  
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中学年の絵画に関する基礎的研究  

絵画表現の発達をふまえて  

広．け直教膏センター指やト小 西 村 達 男   

小′刊交ク）「絵で表す」の指導は、どの程度、  

どのように指導すればよいか見き1ぅがつけにく  

いと∴われる。そこで叶－′｝；ごニイトの紬t恒良現の特  

徴や造形能力の発達に／八、て、収集した作．【‖】．  

をもとに分析・考察し、リユ童の表現を助長す  

る絵画指導の在リノノを才1トブた。  

リユ前の心身の発達や佃々の児童の柑lワトを考  

慮した指導を行うために、ギャング・エイジ  

としてのとらえガと絵画表現グ）発達としてク）  

とらえ方をした。隼活体験が絵両表現に往か  

されるということと児童の衣呪力グ）違いや衣  

現タイプの遣いをとJ〕えることとにより、小  

′、iごヰグ）絵l叫における表現の谷問をどう叩めて  

いくかについてを基本的な課題とした。  

絵画表現の特徴についての分析   

力強く衣すのに対し、女J′・は斐圭帥「lくノでかわい  

いよしノノーをする仰向もわか一Jた。また、色の  

使われノバニもいくつかの特徴がふ」、〕れた。  
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絵物語のタイプの特徴   

兄童はしばしば動「lてノで変化を什う情景をか  

いている。 象徴的ち・・場面をかくさし絵タ  

イプ、蝮数の域l巾を利川するコマ物氾l山‘lタイ  

フ、Illl／二つ軌きをしないもグ）は ▲い－1だけかき  

変転する要素を何度もかく絵巻物タイフがあ  

った。物i；汗の絵などにおし、て、リ」・う’すニグ）空≠」．認  

識をfll摘草することかできる。そこでは、リ」童の  

感情と長現ノノiよグ）関係によ一〕て、空m概念が  

決⊥され、感十IIfにより形が決めんれていたご）  

研究のまとめ   

＝山両と怨恨‥lr使な√も、り山′王は多い。とくにリJ  

J′・にノゾ／l二をむ」二むものが．■l■∫てくる、1い二人らない  

ときはかさ‥∫1二す、かきノノ‘をl二人するためにがん  

ばる、長現抜辻グ習キミJ‥にil軋足が■11し、、色や形  

は＝分のそえたように長したい、ややノミり封二  

l′lイJ‘がないり」ヰくもいるという結来が兄ノ〕れた。   

糸知叶よ現ク）．冊Iliは、ノ小冊形成として、仙什  

仰上主のため、創造ノバ±れ丈グ）ため、美意識戊長  

のためが什となっており、指導にあたっては  

隠遁段附をふまえ、児童の欲求に其づき、  

人ひとりに豊カゝ引、r一子掠を自てたいものである。  

広島市教育センター 研究紀要 第8号   

‥l侶Il（う二川二4Jj発行）参照   

小学牛グ）児童の絵画  

よ現では、基底線の数  

を増やすことや奥寺卜  

遠近に仁大がされ、表  

されるもグ）はl′1分なり  

の図式によるというこ  

とがわかった。また、  

低守‥隼によく兄られる  

透視して描くことや押  

し倒して描くこと、さ  

らに時間の経過を表す  

ことなどの表現圧かな  

り残っていた。  

使われた色（㌔）  

男女の美意識の違いによる表現の特徴  

l卜、ト隼のギャング・エイジとしてグ）リユ女グ）  

特徴の違いが、絵画衣現グ）小にも見られた。  

題材の好ふグ）違いとして、戦いの絵とγ和な  

絵、束り物と′」＼凱物や／巨i、．1・川三ほ・どに分かれ  

る。人物表現グ）耳やrlでは、リユJ′・が機能rJてJで  
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お こ た え し ま す  

教育相談室（分室）から  

／「自閉傾向を示す子どもの奇声について  自傷行為によって表現することもあります。   

自閉傾向を示す了－どもは、表情や身ぶり、  

ことばによって意思や感情を表すことが少な  

く、それだけに、奇声や自傷行為なども自己  

表現の手段になってくることもあるのです。  

すなわち、奇声は、自閉傾向を示す了－ども特  

有の行動パターンではなく、子どものある心  

理状態の表現されたものであって、その原因  

や内容が様々であることを考えておかなけれ  

ばなりません。  

＊ 奇声への対応  子どもの立場から▼   

以上のことから、奇声をあげることを止め  

させることだけに臼を育われてはいけないこ  

とにお気付きだろうと思います。  

奇声をあげる状況の把握に努める   

奇声への対応を考えるには、まず、どんな  

状況の卜で奇声をあげるのか詳しく観察し把  

握することが出発′・∴（です。このためには、平  

常の隼活の中で、Y男がどんなことに関心を  

示し、何†（誰）を恐れているのか、どんなこ  

とを好んでやりたがっているのかなどをつか  

んでいることが必要です。  

Y男の存在を受け入れる   

学級の雰l瑚気をこわすとか他の子どもたち  

の邪魔になるからという教師側の都合からみ  

ている限り、ますます手のかかるナになって  

いくと思います。ことばや態度での自己表現  

は不十分でも、この子なりに自分の気持ちを  

懸命に教師や周囲の子どもたちに訴えている  

のです。教師は、子どもを信頼し、二共に遊び  

生活していく中で体感をもってその子の世界  

を二哩解していくことが必要です。そうするこ  

とによって、子どもは奇声を止めるようにな  

るものと思います。  

広島市教育センター指導iミ事 宮河 治   

Q lT男は、みんなが静かに話を聞い  

いる時、大声でさけんだり走りまわった  

l）します。やさしく言い聞かせると甘え、  

叱ると「バカ」とか「きらい」とか言っ  

します。どのように指導すればよ  

・ 

：＿■二‡   

しょうか。  

＋」  
A＊ 奇声の意味  

感情の表現   

喜び、驚き、悲しみ、痛み、恐怖、このよ  

うな感情を、大きな声をあげて表現すること  

があります。自閉傾向を示す子どもの場合は、  

よほどよく観察し共に生活していないと、何  

を表現しているか把握できない場合が多いよ  

うです。  

意思の表現   

ことばを十分に使えない了一どもは、要求や  

抗議などの意思を声て∵泉現することがありま  

す。物がほしいこと、やりたいこと、人にし  

てほしいこと、止めてほしいことなどの意思  

を表す奇声は、意思が通じるまでは止められ  

ないことが多いようです。  

関心を引くための表現   

自分だけに注「lしてほしい畔、相手をして  

もらいたい畔、その気持ちを奇声で表現する  

こともあります。身体接触を図りながら十分  

相手をすることによって、奇声を止めること  

があります。  

イライラの表現   

周囲の和こは何ともなくても、本人にとっ  

ては自分のlけ二界にズカズカ人り込んでこられ  

たり、混乱させられることによってイライラ  

し、奇声をあげることがあります。話し声や  

騒音が神経にさわり、そのイライラを奇声や  
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匝l匡匝図画画  

電気炉の製作と材料実験に関する研究   

広島市教育センター上竹指導一三車 中 村 道 徳  

3 組立図  

7ルミナセノント  

技術・家庭科教育で扱う金属材料の指導は、  

材料の特件を溶解、鋳造、塑性、切削など基  

礎的な加1二と関連づけて行う必要がある。し  

かし、令属は木材と比較して、流動件（溶融  

性）、調質、H」▲塑性などの科学的特件か具体  

的にとらえにく く、これらの実馬鋸二必要な用  

具も手軽に整備できないのが実情である。   

このようなことから、本研究では、鋼の熱  

処理、簡単な溶解実験など技術・家庭科で必  

要とされる材料研究が手軽にできる電気炉の  

設計と製作及び日勤温度調節器の製作を行っ  

た。ここでは、電気炉の製作を中心としてそ  

の概要を紹介する。  

1 設計条件  

（1）性能   

・炉内温度最高10000c   

・電力容量2k軋以l勺（AClOOlr使用）   

・昇温時間4時間以内  

（2）構造、使用材料等   

・構造丸型、縦型、か内有効面積は  

0．0898m2（内径105mm、高温域高さ260mm）   

・電熱線一線径2mm（被加工性を考慮）   

・ケースーー20且オイル缶（便同湾みのもの）   

・耐熱材料、セラミックファイバ（13000c  

耐熱）、耐火レンガ（9000cA旦質耐火レンカり  

アルミナセメント（高アルミナ質のもの）  

2 設計  

設計にあたっては、電熱線メーカー「二   

億金属」の設計計算図表をもとに次の条件   

条を順に決定し、各定数を求めた。   

①炉内有効面積 ②炉内温度・昇温時間   

③電力容量 ④最高負荷密度 ⑤電熱線の   

繰経（被加工性からみると線経2mm以上で   

は、コイル状にまくことが困難となる）   

⑥電熱線の延長  

4 製作の概要  

（1）炉芯管の印つけ  

2UO  印   

／  

tjO   120  bり   

0  

蓉か芯首の両端烏∴ 鵜け澗り隷   

咋′）／二め10mm残Lておく。  

韓 炬刊の盲㍊度分布か均 にろ、る   

ようにするため、か芯菅の両端   

ブ）ヒノチを′トさくする 
1り   

Ⅰ’＝5mm 】〉＝7mm I｝＝5mm  

（光熱休メカ一ては，組往の1．5～ニiイ誉のと′千草一軒甲ニヒLてしゝる）   

（2）巻線作業  

（3）電熱線の国定  

雅一川Jけ）れめと終りを約1Tll余分に出す  

広島市教育センター L」研究紀要』第8号  

（昭和63年4H発行）参照   
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広島市立学校教育研究生紹介  

本牛度は22γ．の尤′トノノが〔川かい＝け）：i  

かJ川」、、■1教ffセンター及び在勤校において  

研修をされました。、／沖帖L 粟津冊二究ノトか⊥ゝノ  

の似りと軒先卜拙を紹介します。  

教育研究生からの便り  

見過ごしていた問題点に気づく  

！ム上川吊二古川小寸校釣論 国 信  潤   

一番地酎二な／ノたニヒは、′＝．1iii一ノ亡て、iご‥彿二  

世ける研究が深ま／ノたということと‖‖、tf‥に、  

を進めてい／ノたらよいかとい  どのように研究  

うノノ‾法や丁一だてのようなものを敢えていただ  

いたことです。l川貞は′jご践Lたことをまとめ  

るということか少ち・く、やり′ノ放しの状態で  

次のことへ取り組んでし圭う場合が多くあり  

ます。こク〕ようち・機会ヰ通してひとつのまと  

ま一）た形にしてふると、／卜まで兄過ごしてい  

た川軋∴・こを巾認識することができました。   

教ff研究′巨ヒしての：うか＝川は、とてい■t  

・不二ち・体験でした。  

疑問が解明できました  

広鳥■lパパひ崎幻用件鉦持論 中 田 末 子   

艶自研究′巨として3か＝の…J、l昭混成を  

めざして、1三J日日≠訳Lち・がノ川丈り紺んできま  

Lた。  

／トIr■lク〕研究を適してF＝ナグ）ノ乱し、をこ∴〔んで衣  

現する幼兄を自てるためには、感動ある′＝－1  

を送らせることや相川l＝しに親しみ抜能を身  

に付けさせることが人切であること。また、  

教帥F】身には、 」′・ピもの絵を．i′′】己ふとる能力が  

求められていることち・どを確．i．だすることがで  

さました。  

／卜まで、曳山ソJグ刷一lく絵に疑≠ほ寸トJていた  

ことか、佃川に＝Lたように′じ－、います。  

これからも継続して研究を   

広島市、1′二美鈴カヾ斤．，ナごj等一丁校教諭 奥 本 康 男  

「どうやれは′＝揖二丈力を付けてやれるか」  

教Lいこな一ノてかご〕・．i；1一に拍のけすふにある酬川  

です。：うか川Jりでしたか、初めて落ち差し、て  

′鼻腔「11Jち▲研究がでさました。数刊士答えが垂  

・要ち・ジ）ではち・く解答グ）フロセスか丘要二祝され  

るべさで、そのための指導辻の聞闇について  

′巨徒の心理的側面か⊥ゝノも研究をしました。  

／予後こグ）研究の収某を′仁子揖二J文咄させ、改  

良を市わる必要かあり、こク）雉「川は／トl‖lの†即  

究で解決できたのでなく、一′巨の鮒問である  

かもLメL圭せん。ニメLを機・会に、J旨ヰカのIrり  

卜をめざして 一屑励ふたし、。   

教育実践に役に立つ研究  

広．特車立Il榛、川・J∴校教諭 前 田 憲 壮   

′ト徒ク）＝休的且・′、；増i．†軌をリlさ．■1けために、  

‖」．甘価を取り人れた．出師去（コンヒュ一夕  

で処即をする）について研究しまLた。教「伸  

ヒ／巨徒がlrりじ評仙項＝に′八一て、 l・illl、1‘：に十㍑  

階で寸采∴－．・こし、l■】■j名▲のJl巨肺グ1）ズレを兄ることに  

よって、′卜徒の佃別指やの什ノバニそれを′卜か  

していこうとするものです。コンヒュ一夕を  

使えは毎日川ーで処理がでさ、教帥刀n頼も少  

ち・くてすむと一じl、います。  

／トLL・lの研究で＝」．冊‖liプ）†」▲効什を再確．認す  

ることがでさまLじ、りご抑二役、■。／二／淵二究がで  

きて、人変よか一）たと北■、／ノています。  
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研 究 主 題  
道徳的価値を主体的に自覚させるための指導  

法の工夫  

広．㍑直立Ill本小ノ、r・校教‖前 竹 下 祥 士  

道徳的感情を呼びおこすための授業展開につ  

いて   

広鴇lい†二瀬野川・巨予校教諭 真 田 謙一郎  

論理的に読む力をつける説明文指導法の工夫  

Jム島Jバ／二1主火西′トナ校教．論  丸 木 陽 子  

S F作品の指導法の研究  

止」く日付イ刷l小′羊校教．諭 景 山 雅 美  

高学年児童の役割意識を高める児童会活動の  

指導法に関する研究   

lム．仁ち‥パ′二峨町′巨予佼教諭  斎 藤 龍 蔵  

自主的な係活動を育てるためのリーダーの指  

導に関する研究  

広鳥山、■†二亀11■．川・、H甘拉諭 玉 木 雅 人  

一人ひとりの着想を生かす算数科授業の在り方   

lム鳥山、一†二申兢′卜、〃粗鉄諭 三 吉  学  

問題解決能力を伸ばす指導法の研究  

広．妬If、∫′二美鈴が丘仁．■帯イ服徽諭 奥 本 康 男  

事物・現象の特徴をありのままに捉えさせる  

指導の研究  

広．㍍直立煩両′J、′、i‥‥校教．論  瀬戸田 敏 子  

「力のはたらき」における教具のエ夫と指導  

法の研究  

広．〔ご）lい′二一友仲l】′、j：ニ校数．諭 林  政 蔵  

自分をふり返る態度を養う指導のエ夫   

広島巾、トl・鵠小十校教諭 山 下 珠 美  

一人ひとりの意欲を育てる生活単元学習に関  

する研究  

山二：）‥」、■／古川′」、十伎教諭 国 信  潤  

曲づくりのための合唱曲分析とその指導   

法、鳥‥パ′二」斐l」＼十枚数諭 所  訓 子  心身に問題をもつ児童の早期発見と効果的な  

指導についての考察   

山裾い′j㍊．ノトナ校尽蔵教諭 高 橋 睦 子  立体感覚を養う指導法の研究   

広．〔：）直立落合小一；ご二校教諭 福 長 秀 子  

コンピュータを活用した評価法の研究  

出川、■小俸、川い、；：■校教諭 前 田 憲 壮  楽しく取り組む体育学習  

広．〔い十J、一′二神山．てナ′巨十除数諭 世 良 博 史  

体育科学習における楽しさとは   

lム．く川】’、リ．‥り、十鮫教諭  岡 本 弘 文  

イメージをふくらませ喜んで表現するための  

指導の在り方  

広鳥山、■川川津刑欄教諭 中 田 末 子  

幼児の発達特性をとらえた遊びの研究   

広．㍑Jバ／二仁緑J【‘幼稚l粛教諭 東  

「すごろくゲーム」を用いた食物領域の指導   

広島市立二人小′羊校教諭 福 田  真里子  子
一
研
究
報
告
会
 
 
 

0ralCommunicationにつながる読解指導に  

関する基礎的研究   

山川、∫′尤烏l．某．；■．・帯骨相摘  横 山 幸 夫  
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去る12月1r］、単柳大蔵先生をお迎えし、  玄関を人ると、季節の彩りが勺：けられてい  

るのにお気什でしょうか。   広島市青少年センタ  

ーで創たト周年記念  

教養講座を開催しま  

した。750㌶の方々  

が受講され、人好評  

でした。  

広島巾教育センターでは、マイクロコンビ  

ュー一夕教育利糊に関する研究をすすめるに当  

たって、次の方々に研究員をお願いしていま  

す。  

昭和63年度プロジェクト研究員  

研一）t 仁1  所  教科  

広．〔：Jlけ1〔悼 ′ト て一校   算数H  

梶 川 叩 利  広島1】、【J二h‖市来′ト1■校   算数利  属  

杉浦  透毒 広．   J】、‘′■．」型来′卜’了：椎  旦堅チニl 理科   1．111  巌  【広 lム  ′ 上り反」 jご’佗   福 本IL 志   ．1＝′l波一ト1■百  理科  
粂 川 裕 ‖■I  広  数乍科  

脅 木 像 彦  lム  「†J、一√二小Jム■い†■‥fキ  数十科  

数乍科   豊 原 号 史  正  右ト∵し野‥トナ校  

▲ －－】  1．岨111修 ■．  広  lけ立．島耳し北lい、／＝佗  聖 1叩糾  骨 野・持 rrl  広  1lJ・立亀山小て∵校  

理事二l            木 本 僅 推  広  、／二It泰、■J【1巨㌣校  

l卜．と 亡ニト有性  
†ム島」1J、ウニ臓田いい′、r‥佗   技術・′東庄科  

「丁Ⅶ－－五「「   
ト▼，－  

＝・．木け券石11止．   ／．付人．1■了－て宇′、f＝校  ．数ノ柵・   軋 幡・広．〔1   ）直立安佐北高等乍校  印書ニl  
1セ′／ヰl 

本年度も市立  

学校等の美術・  

書写関係研究会  

にバ斤属されてい  

る先隼カの作品  

を館内に展示さ  

せていただいて  

おります。   
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また、広島市立小学校児童の作ぶ一も展ホさ  

せていただいております。  表紙絵 広島市立広瀬′」、′羊校長 上河内呂己  

～憤煤ドーム～  

題 字 広島市立［］川中封交長 多川 清和  

園園回国   

本年度最後の所報をお届けします。今  

回は、教育研究や′実践発表を中心に編集  

してみました。教育ラこ践に役立てていた  

だければと思います。   


